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産
廃
か
ら
住
環
境
・
農
村
環
境
を
守
れ

質
　
問

　

西
保
町
の
物
流
建
設
や
、
三
和

町
の
市
民
が
知
ら
ぬ
間
に
産
廃
施

設
が
で
き
て
し
ま
っ
た
問
題
で
、

市
条
例
の
制
定
を
提
案
し
て
2
年

に
な
る
。
資
材
置
き
場
と
し
て
農

地
転
用
し
な
が
ら
も
、
そ
の
後
す

ぐ
に
産
廃
施
設
に
な
る
事
例
な
ど

同
様
の
問
題
が
多
発
し
て
い
る

が
、
条
例
制
定
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

経
済
建
設
部
長

　

土
地
利
用
条
例
に
関
し
て
は
、

市
民
生
活
部
と
調
整
し
て
協
議
し

て
い
く
。

市
民
生
活
部
長

　

産
業
廃
棄
物
等
設
置
に
関
す
る

条
例
は
、制
定
の
方
向
で
進
め
る
。

質
　
問

　

古
い
農
地
法
違
反

は
、
解
決
し
て
い
な

い
。
市
は
「
強
く
指

導
し
て
い
る
」
と
毎

回
答
弁
す
る
が
、
農

地
法
で
の
解
決
が
困

難
な
産
廃
絡
み
の
案

件
は
、
県
廃
棄
物
担

当
部
署
に
文
書
で
解

決
要
請
す
べ
き
で

は
。経

済
建
設
部
長

　

文
書
で
要
請
し
て

い
く
。

子
ど
も
へ
の
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
れ

吉川三津子議員

て
お
り
、
定
時
制
へ
の
進
学
数
も

気
に
な
る
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

不
登
校
な
ど
を
含
め
、
教
育
を
受

け
る
機
会
を
失
っ
て
い
る
問
題
が

中
学
校
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

通
信
制
教
育
へ
の
進
学
が
増
え
て

い
る
原
因
は
。

質
　
問

　

国
民
生
活
基
礎
調
査
で
は
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は

16.3
％
と
過
去
最
悪
で
、
日
本
は
平

等
で
貧
富
の
差
が
少
な
い
と
い
う

常
識
は
崩
れ
た
。
ユ
ニ
セ
フ
も
先

進
20
カ
国
の
中
で
日
本
は
4
番
目

に
子
ど
も
の
貧
困
率
が
高
い
と
報

告
し
て
い
る
。

　

市
で
は
、
給
食
費
や
修
学
旅
行

費
な
ど
の
補
助
を
受
け
て
い
る
準

要
保
護
児
童
が
全
体
の
１
割
を
占

め
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者（
一

人
親
）も
、平
成
20
年
が

290
件
だ
っ

た
が
、
平
成
24
年
に
は

387
件
と
３

割
増
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
の

貧
困
問
題
が
気
が
か
り
だ
。

　

生
活
保
護
や
準
要
保
護
の
子
ど

も
た
ち
の
高
校
進
学
や
中
途
退

学
、
大
学
進
学
は
。

福
祉
部
長

　

生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
は
、

高
校
、
専
門
学
校
に
進
学
し
、
中

途
退
学
は
一
部
あ
る
。
大
学
へ
の

進
学
は
な
い
。

教
育
部
長

　

準
要
保
護
世
帯
は
、
高
校
進
学

率
95
〜

100
％
で
中
途
退
学
や
大
学

進
学
の
追
跡
調
査
は
し
て
い
な

い
。質

　
問

　

高
校
進
学
が
で
き
て
い
る
と
言

う
が
、
通
信
制
へ
の
進
学
が
増
え

▲農地法違反の産業廃棄物の野積み（早尾町）

教
育
部
長

　

学
力
の
こ
と
、
集
団
に
な
じ
み

づ
ら
く
学
校
を
休
み
が
ち
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
原
因
は
多
々
だ
。

質
　
問

　

子
ど
も
貧
困
対
策
推
進
法
、
生

活
困
窮
者
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、

高
校
進
学
後
、
大
人
と
し
て
自
立

で
き
て
い
る
か
の
調
査
や
相
談
を

市
が
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。担
当
は
。

福
祉
部
長

　

社
会
福
祉
課
が
担
当
だ
。
生
活

困
窮
者
相
談
支
援
員
の
設
置
も
検

討
中
で
あ
る
。


